
　　部下も同時に複数の役割を 
　　こなしながら人生を生きている

　ワークライフバランスが叫ばれ始めて久しいで
すが、それは、単に労働時間を減らすことや、仕
事と私生活の時間配分の均衡を目指すものではな
く、「仕事と私生活の相乗効果を高める考え方と
取り組み」全般を指すものです。つまり、　仕事
も私生活も、いかにそのパフォーマンスを最大化
させるか、ということです。
　では、部下のワークライフバランスを支援する
ために、上司は何ができるのでしょうか。ここで
は、心理学者Ｄ・Ｅ・スーパーの理論で考えてみ
ましょう。　

　スーパーは、「キャリアとは、人生のある年齢
や場面のさまざまな役割の組み合わせ」であり、

「職業人は生計を立てるために忙しく働きながら、
同時に人生を生きている。その時点で果たしてい
るライフロール（役割）の組み合わせで、その人
のライフサイクルは決定している」と捉えました。

　　職場で見える部下の役割だけで 
　　部下のことを判断しない

　この理論をベースにした、会議や打ち合わせの
ちょっとしたタイミングにお勧めの、簡単なワー
クをご紹介します。
　あなたが現在果たしている、７つの役割を表現
する円を、それぞれの役割の重要度や費やしてい

る時間に見合った大きさで描い
てください。大きさ、位置、距離、
重なりは自由です。職場の皆さ
んで、一緒に取り組んでみてく
ださい。
　図２はある組織での実際の事
例です。Ａの女性リーダーは「職
業人」の円が一番大きく描かれ
ています。子育てもひと段落し、
今は全力で仕事や私生活をエン
ジョイしていることが推測でき
ます。一方、Ｂの部下は、リー

ダーと同じ８時間勤務ですが、「職業人」の円は
決して大きくありません。逆に、「家庭人」「母」
の重要性が前面に表れています。この部下は、職
場での評価も高く、仕事を軽視しているわけでも
ありません。このように、同じ時間、同じ職場で
働いていても、一人ひとりの、その時々の役割認
識のウエイトには大きな違いがあるということが
わかります。　
　一人ひとり、その時々で「職業人」に対する意
識は違うのですから、自分の感覚だけで「職業人」
を押しつけすぎないことが大切です。部下の、そ
の時点での役割認識、その人の役割の「厚み」を
理解しておくだけでも、必要なタイミングで部下
を支える言動につなげられるのではないでしょ
うか。

　　部下のギャップを知らなければ、 
　　支援すらできない

　併せて、次のワークも実施してみてください。
あなたが理想的な状態にいると想定し、その状況
に即して７つの円を描いてください。
　図２のＣは、先ほどの部下の事例です。「今後、
どうしたい？」と尋ねたところ、「学習者」の円を
描き足しています。つまりそれが、今現在、彼女
にとっての「ワークライフバランスがとれている」
状態ということです。現状との差は本来、本人が
埋めていくものですが、上司は部下が理想に近づ
くための配慮や励ましを与えることもできます。

部下のワークライフバランスを支援できる上司になるために
部下の役割認識のバランスを理解しよう

部下育成にさらに自信がつく12カ月

人は、職業人や家庭人など複数の役割をこなしなが
ら生きている。そして、その役割のウエイトは、人
それぞれ異なっている。上司が部下のワークライフ
バランスを支援するためにできることとは何か。そ
のヒントとなる簡単なワークを紹介する。

松下  直子
株式会社オフィスあん
代表取締役

何より、このワークを通じて、部下自身が自分自
身の気づきを深める機会にもなり得るでしょう。
　あえてワークの場をつくらなくても、会議の合
間に 10 分程度とれば、お互いの理解は深められ
るものです。

■表1　キャリアは、「人生のある年齢や場面のさまざまな役割の組み合わせ」
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